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論文内容の要旨

本論文は，溶融金属中での鉄鋼材料の疲れ特性を実験的に研究することによって，疲れ現象解明に

寄与するとともに， 溶融金属の工業的応用範囲の拡大に適応する挙動を明らかにしようとしたもの

で，緒論，本論 3 編および総括よりなる。

緒論は，本論文の目的と意義を述べたものである。

第 1 編では，荷重回転式のたて形高温波れ試験機を試作し，溶融 Sn， Pb, Zn, Hg および Ga 中

で軟鋼の疲れ試験を行ない，空気中での場合と比較検討している。その結果，溶融金属中での疲れ強

さは，供試材料と溶融金属との組合せ，試験温度，試験片の形状などにより複雑な変化を示すことを

明らかにしている。

つぎに，静的浸漬試験による表面層のかたさおよび化学的濃度勾配によって生じる応力のX線的測

定ならびに溶融金属中における引張り試験を行なって，この複雑な疲れ挙動を解明している。

第 2 編では，乙れらの実験事実に基づき，溶融金属による金属材料の脆化は金属系の組合せには無

関係という考え方より脆化を判定する新しい試験法を提案している。さらに，溶融金属中における疲

れ挙動は，溶融金属による脆化効果と，固体金属と溶融金属との聞の化学反応による効果との相互作

用によって定まり，前者は高応力・低繰返し数域において支配的な役割を演じ，後者は低応力・高繰

返し数域における疲れ環境係数(溶融金属中における時間強さ/空気中における時間強さ)の増減を

支配することを明らかにしている。

第 3 編では，溶融金属中での疲れき裂の進展速度を解析し， ここに lrwin の破壊じん性値の概念

が適用できることを見い出している。

以上の研究結果によって，溶融金属中での鉄鋼材料の疲れ特性は，低応力・高繰返し数域において

は供試材料と溶融金属との化学作用によって定まり，高応力・低繰返し数域においては国体金属の表

-309-



面エネ Jレギの低下と，これに依存する塑性仕事の低下に左右せられ，破壊じん性値の概念を用いて整

理できることを結論している。

総括は以上の結果をまとめたものである。

論文の審査結果の要旨

本論文は， 鉄鋼材料の溶融金属中での疲れ特性についての実験的および理論的な包括的研究であ

る。著者の考案した荷重回転式たて形高温疲れ試験機を用い・て，各種溶融金属中における鉄鋼材料の

疲れ特性を，疲れ環境係数ならびに破壊じん性値の概念を導入することによって，理論的実験的に明

確にしている。この結果は，今後の熱交換器材料としての溶融金属応用分野に，直ちに，応用できる

とともに，疲れ現象そのものの解明についても新しい学問的知見を与え，工業上ならびに工学上に貢

献するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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